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す
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意
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政
府
に
よ
る
補
正
予
算
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
国
立
漫
画
博
物
館
の
建
設
の
是
非
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
四
月
二
十
一
日
、
政
府
は
総
額
十
四
兆
七
千
億
円
に
上
る
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
（
以
下
、
「
二
十
一
年
度
補

正
予
算
」
と
い
う
。
）
を
発
表
し
た
。
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
は
、
五
月
十
三
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
、
同
月
二
十
九
日

成
立
し
た
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
目
的
、
必
要
性
等
、
そ
の
意
義
を
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大

臣
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
五
八
号
）
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
『
景
気
の
底
割
れ
』

を
防
ぎ
つ
つ
、
国
民
の
安
心
を
確
保
し
、
未
来
の
成
長
力
強
化
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
目
的
に
沿
っ
て
、
経
済
の
下
支
え
に
必

要
な
事
業
や
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
事
業
等
を
厳
選
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
経
費
を
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正

予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
中
に
は
、
三
兆
円
の
施
設
整
備
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
総
額
約
百
十

七
億
円
を
用
い
た
国
立
メ
デ
ィ
ア
芸
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
。
以
下
、
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
建
設
の
計
画
が
含
ま

れ
て
い
る
。
「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
政
府
は
「
前
回
答
弁
書
」
で
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
す
べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
、
作
品

の
展
示
、
収
集
及
び
保
管
、
関
連
情
報
の
集
約
及
び
発
信
、
調
査
研
究
、
人
材
育
成
等
を
総
合
的
に
行
う
施
設
と
し
て
設
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
海
外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
我
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興
を
図

一



る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
新
規
市
場
の
創
出
等
に
活
用
し
、
我
が
国
の
中
長
期
的
な
成
長
を
図
る
た
め
に
必
要
な
投
資
で
あ

る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
セ
ン
タ
ー
」
は
、
前
文
で
触
れ
た
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
意
義
の
う
ち
、
ど

れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
政
府
は
一
の
答
弁
で
そ
の
意
義
を
強
調
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
「
御
指
摘
の
よ
う
に
『
税

金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
』
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
「
セ
ン
タ
ー
」
の
経
済
波
及
効
果
に

つ
い
て
は
「
お
尋
ね
の
経
済
波
及
効
果
を
具
体
的
な
数
値
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
、
具
体
的
数
値
を
も
っ

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
「
百
年
に
一
度
」
の
未
曾
有
の
経
済
不
況
に
あ
る
今
、
「
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設
並
び
に
活
用
が
ど
の
程
度
の
経
済
波
及
効
果
を
生
み
、
我
が
国
の
将
来
的
な
成
長
力
強
化
に
ど
の
様
な
貢
献

を
す
る
か
、
具
体
的
数
値
を
も
っ
て
説
明
で
き
ず
し
て
、
ど
う
し
て
「
『
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
』
と
は
考
え
て
い
な

い
。
」
と
言
え
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

そ
も
そ
も
約
百
十
七
億
円
と
言
わ
れ
る
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
費
用
は
、
ど
の
様
な
見
積
も
り
の
下
、
計
算
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

四

そ
も
そ
も
補
正
予
算
は
、
本
予
算
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
、
緊
急
の
事
態
に
対
応
す
べ
く
、
内
閣
が
編
成
す
る
も
の
で

二



あ
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

五

「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
は
、
緊
急
の
必
要
性
を
要
す
る
も
の
か
。

六

具
体
的
な
経
済
波
及
効
果
が
不
明
で
あ
る
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
は
、
前
文
で
触
れ
た
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
意

義
の
う
ち
、
「
未
来
の
成
長
力
強
化
に
つ
な
げ
る
」
目
的
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
景
気
の
底
割
れ
を
防

ぐ
も
の
で
も
、
国
民
の
安
心
を
確
保
す
る
も
の
で
も
到
底
な
く
、
む
し
ろ
国
民
は
、
こ
の
様
な
経
済
状
況
に
あ
る
時
に
、
緊

急
の
経
済
危
機
に
対
応
す
る
と
い
う
補
正
予
算
本
来
の
趣
旨
か
ら
大
き
く
外
れ
た
形
で
税
金
を
使
う
政
府
の
姿
勢
に
、
多
大

な
不
安
を
感
じ
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
。
政
府
と
し
て
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
を
具
体
的
数
値
を
も
っ
て
国
民
に
説
明
で

き
な
い
の
な
ら
、
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
中
止
し
、
そ
れ
に
係
る
費
用
約
百
十
七
億
円
を
、
例
え
ば
救
急
医
療
体
制
の
確

立
や
介
護
福
祉
士
の
報
酬
引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
、
更
に
は
本
年
三
月
末
で
廃

止
さ
れ
た
ひ
と
り
親
の
生
活
保
護
世
帯
へ
の
母
子
加
算
の
復
活
等
、
よ
り
緊
急
を
要
し
、
景
気
の
底
割
れ
を
防
ぎ
、
真
に
国

民
の
安
心
確
保
に
資
す
る
事
案
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


